
会
　
　
告

　
平
成
三
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ

び
総
会
は
、
予
定
通
り
、
十
一
月
二
日

（
土
）
午
後
一
時
過
り
楽
友
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
開
講
演
は
河
内
良
弘
、
上
原
真
人

の
両
氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
な
わ

れ
、
盛
会
裡
に
終
り
ま
し
た
。

十
三
世
紀
以
降
十
七
世
紀
に
い
た
る

明
国
・
女
真
・
朝
鮮
間
の
国
際
関
係

　
　
　
　
　
　
　
河
内
良
弘
茂

奈
良
時
代
違
工
房
の
構
造

　
　
　
　
　
　
　
上
原
真
人
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開

催
さ
れ
た
秋
期
定
例
の
理
事
評
議
員
会

に
お
い
て
、
平
成
一

な
さ
れ
ま
し
た
。

瓢
年
度
会
務
報
告
が

平
成
三
年
度

　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

十
一
二
世
紀
以
降
十
七
世
紀
に
い
た
る

明
国
・
女
真
・
朝
鮮
問
の
国
際
関
係

河
　
内
　
良
　
弘

　
愚
論
年
間
の
遼
東
地
方
で
は
、
北
元
の
影
響
も

強
く
治
安
が
悪
化
し
て
い
た
の
で
、
女
真
人
の
明

年
へ
の
来
朝
老
は
少
な
か
っ
た
が
、
永
楽
帝
が
女

真
各
地
に
介
惜
使
を
送
り
帰
属
を
促
し
て
以
後
、

女
真
人
は
活
発
に
開
国
と
往
来
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
来
朝
の
女
真
人
首
長
に
は
粟
国
か
ら
都
督
、

都
指
揮
、
指
揮
、
千
戸
な
ど
の
官
が
授
け
ら
れ
、

任
命
の
さ
い
勅
書
と
印
記
を
賜
い
、
衛
又
は
所
が

開
設
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
女
真
各
衛
と
聖
衆
と
の

間
に
は
君
臣
関
係
が
成
立
し
、
女
真
は
明
塚
へ
の

朝
貢
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
女
真
人
は
朝
鮮
国
に

も
来
て
貿
易
し
た
。
朝
鮮
国
も
明
国
と
異
民
族
と

の
関
係
に
準
じ
て
女
真
人
を
罵
魔
し
、
こ
れ
に
授

算
し
、
朝
鮮
と
女
真
と
の
関
係
を
宗
主
国
と
朝
貢

国
と
の
関
係
に
保
と
う
と
し
た
。

　
の
ち
に
清
朝
を
建
て
た
ヌ
ル
ハ
チ
は
賛
評
女
直

に
属
す
る
建
州
左
衛
の
後
窟
だ
と
い
う
。
建
州
女

直
は
一
四
六
七
年
お
よ
び
一
四
七
九
年
の
両
度
に

わ
た
り
朝
鮮
・
明
国
連
合
軍
の
出
丘
ハ
を
受
け
、
村

落
を
焼
か
れ
人
々
が
殺
さ
れ
、
は
か
り
し
れ
な
い

災
厄
を
受
け
た
。
建
州
女
直
の
指
導
者
は
自
衛
の

た
め
、
錫
国
や
朝
鮮
と
独
密
の
外
交
関
係
を
樹
立

し
国
際
関
係
を
調
節
す
る
は
か
な
か
っ
た
が
、
部

族
内
で
の
統
制
力
は
次
第
に
衰
え
、
部
下
の
逸
脱

行
為
に
も
断
固
と
し
た
指
導
を
お
こ
な
う
権
威
を

失
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
頃
か
ら
「
領
尊
人
に

あ
ら
ざ
る
微
者
」
が
主
体
と
な
り
、
衛
の
首
長
の

制
止
も
き
か
ず
、
朝
鮮
北
辺
や
遼
東
地
方
で
横
暴

を
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
明
末
に
な
る
と
、

彼
等
は
長
年
に
わ
た
る
蓄
積
に
よ
り
武
装
を
強
化

し
、
新
鋭
の
火
器
も
導
入
し
、
外
国
の
軍
隊
と
対

決
す
る
姿
勢
を
示
し
は
じ
め
た
。

　
成
化
年
間
以
後
、
毛
皮
貿
易
が
さ
か
ん
と
な
り
、

東
北
ア
ジ
ア
・
シ
ベ
リ
ア
地
方
か
ら
軍
国
お
よ
び

朝
鮮
に
い
た
る
貿
易
路
上
に
数
多
く
の
商
人
が
現

わ
れ
た
が
、
か
れ
ら
の
な
か
に
は
貿
易
で
得
た
財

力
で
耕
地
を
ひ
ろ
げ
私
丘
ハ
を
養
い
、
土
着
的
政
商

に
の
し
上
が
る
者
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
し
だ
い
に

彼
等
の
間
で
は
部
族
間
の
蕊
藤
を
治
め
、
国
際
的

地
位
お
よ
び
貿
易
上
の
不
安
定
を
克
服
す
る
と
い

っ
た
懸
案
を
解
決
す
る
た
め
、
諸
問
題
に
対
応
し

う
る
政
権
を
組
織
す
る
こ
と
が
共
通
の
輿
望
と
な
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っ
て
い
た
。
清
朝
の
開
祖
ヌ
ル
ハ
チ
の
登
場
は
時

代
の
輿
望
を
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

奈
良
時
代
瓦
工
房
の
構
造上

　
原
真
　
人

　
一
九
八
九
年
に
京
都
府
相
楽
郡
木
津
町
で
発
見

さ
れ
た
上
人
ケ
平
遺
跡
は
、
古
代
瓦
工
厨
の
イ
メ

ー
ジ
を
一
新
し
た
。
（
財
）
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調

査
研
究
セ
ン
タ
ー
の
発
表
に
よ
れ
ぽ
、
こ
の
遺
跡

は
、
八
世
紀
中
頃
に
平
域
宮
へ
瓦
を
供
給
し
た
瓦

工
房
で
あ
る
。
瓦
窯
宙
体
は
未
調
査
で
あ
る
が
、

西
に
隣
接
し
て
「
市
坂
瓦
窯
」
と
呼
ぶ
六
基
以
上

の
窯
跡
が
存
在
す
る
。
瓦
工
房
の
造
成
時
に
は
、

以
前
か
ら
あ
っ
た
古
墳
を
削
平
し
、
周
濠
を
埋
め

て
い
る
。
た
だ
し
、
一
部
の
周
濠
は
、
水
を
溜
め
、

粘
土
を
精
製
す
る
粘
土
溜
と
し
て
再
利
用
し
た
。

　
関
係
者
を
驚
か
せ
た
の
は
、
南
北
に
並
ん
だ
四

棟
の
巨
大
な
掘
立
柱
建
物
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
四

間
×
九
間
、
一
〇
尺
等
間
の
東
西
棟
で
、
柱
筋
を

そ
ろ
え
て
整
然
と
並
ぶ
。
た
だ
し
、
規
模
の
割
に

柱
は
細
い
。
孤
塁
の
乾
燥
器
を
兼
ね
た
作
業
場
で

あ
る
。

　
古
代
の
造
瓦
工
程
を
復
原
す
る
と
、
生
蕃
成
形

後
、
比
較
的
長
期
に
わ
た
る
陰
干
し
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
聞
、
屋
根
の
あ
る
広
い
乾
燥
場
が
不
可

欠
だ
が
、
従
前
調
査
さ
れ
た
瓦
工
房
跡
で
は
、
小

規
模
な
掘
立
小
屋
が
検
出
さ
れ
て
い
る
の
み
。
瓦

乾
燥
場
は
仮
設
的
建
物
と
し
て
想
像
復
原
す
る
ほ

か
は
な
か
っ
た
。
そ
の
欠
を
埋
め
た
の
が
上
人
ケ

平
遺
跡
で
あ
っ
た
。

　
平
誠
宮
の
造
営
は
、
造
帰
省
な
ど
の
役
所
が
担

当
す
る
。
上
人
ケ
平
遺
跡
も
そ
の
末
端
機
構
で
あ

ろ
う
。
平
城
京
長
屋
王
邸
宅
の
北
で
出
土
し
た
天

平
八
（
七
三
六
）
年
の
木
簡
に
「
佐
紀
瓦
司
」
の
名

が
あ
っ
た
。
史
料
で
「
瓦
屋
」
「
造
甲
所
」
と
記

す
例
は
あ
っ
た
が
、
「
瓦
司
」
の
呼
称
は
初
め
て
。

上
人
ケ
平
遺
跡
の
井
戸
か
ら
「
司
」
の
墨
書
土
器

が
出
土
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
奈
良
蒔
代
の
官
営
瓦
工
房
に
、
大
規

模
な
建
物
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
故
小
林
行
雄
先

生
が
史
料
に
基
づ
き
予
測
し
て
い
た
（
『
続
古
代
の

技
術
』
一
九
六
四
年
）
。
天
平
宝
字
六
（
七
六
三
）

年
三
月
・
四
月
の
「
造
東
大
寺
司
告
朔
解
」
に
よ

れ
ば
、
造
東
大
寺
司
造
難
所
に
は
、
長
さ
八
丈
の

瓦
屋
三
郎
、
長
さ
珊
五
丈
の
瓦
屋
一
宇
が
あ
っ
た
。

小
林
先
生
は
前
者
を
「
柱
間
一
〇
尺
の
桁
行
入
間

・
濫
行
二
間
の
建
物
」
と
推
察
し
た
が
、
後
者
は

「
こ
の
割
合
で
考
え
れ
ば
桁
行
四
五
間
に
も
な
る
」

「
よ
ほ
ど
特
殊
な
作
業
場
で
あ
っ
た
か
、
登
り
窯

の
上
屋
の
類
か
と
も
想
像
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
実
は
長
辮
五
丈
（
約
＝
二
五
m
）
の
建
物
が

雰
現
実
的
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
発
掘
さ
れ
た
瓦
工

房
跡
で
は
長
八
丈
（
約
二
四
m
）
の
建
物
の
例
も

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
史
料
を
活
用
す
る
の
に
躊

躇
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
上
人
ケ
平
遺
跡
の
建
物

は
、
同
じ
記
載
法
で
長
九
丈
の
瓦
屋
導
出
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
造
東
大
寺
濫
造
瓦
解
の
長
八
丈
の

瓦
麗
三
尊
に
ま
さ
る
。

　
造
東
大
寺
司
造
部
所
の
所
在
地
は
明
確
で
は
な

い
が
、
興
福
寺
の
東
、
平
城
京
外
に
隣
接
す
る
荒

池
瓦
窯
跡
が
有
力
候
補
地
で
あ
る
。
平
城
京
の
大

路
が
囲
む
ひ
と
つ
の
条
坊
の
計
画
線
は
一
五
〇
〇

大
尺
一
一
八
○
○
置
尺
で
、
評
言
を
四
等
分
、
計

一
六
区
画
に
分
け
た
の
が
一
坪
に
な
る
。
　
　
八
○

○
／
四
一
四
五
〇
尺
で
、
辮
五
尺
は
一
坪
分
の
計

画
線
に
合
致
。
京
家
に
条
坊
線
と
合
せ
て
区
画
施

設
を
兼
ね
た
作
業
場
を
建
て
れ
ば
、
繋
馬
五
丈
の

瓦
屋
も
現
実
的
な
も
の
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
大
規
模
瓦
屋
を
擁
す
る
官
営
瓦
工
房

で
、
ど
れ
だ
け
の
人
間
が
仕
事
を
し
て
い
た
の
か

と
い
う
問
題
も
、
小
林
先
生
が
史
料
か
ら
分
析
し

た
。
す
な
わ
ち
、
天
平
宝
字
三
（
七
五
九
）
年
の

「
造
東
大
寺
司
嵐
窓
曲
解
」
や
前
出
の
「
造
東
大
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寺
司
告
朔
解
」
か
ら
、
同
造
瓦
所
の
構
成
員
と
し

て
領
二
人
、
瓦
工
八
人
、
仕
丁
一
八
人
と
い
う
人

数
を
わ
り
だ
す
。
ま
た
、
『
延
喜
式
』
巻
三
四
・

木
工
寮
作
瓦
条
か
ら
、
平
安
宮
木
工
寮
瓦
屋
の
構

成
員
と
し
て
瓦
工
四
〇
人
、
夫
八
○
人
と
い
う
数

を
導
き
、
後
者
が
前
者
の
四
～
五
倍
で
あ
る
こ
と

を
、
宮
都
付
属
瓦
工
房
と
寺
院
付
属
瓦
工
房
の
規

模
の
違
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
『
延
喜
式
』
作
言
条
の
解
釈
に
関
レ

て
は
、
大
川
清
氏
が
再
検
討
を
行
な
い
、
そ
れ
を

根
拠
に
平
安
宮
木
工
寮
瓦
屋
の
集
成
が
必
ず
し
竜

復
原
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
コ
と
す
る
と
史

料
か
ら
宮
都
島
属
瓦
工
房
の
規
模
を
知
る
こ
と
が

で
営
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
を
推
定
で
き
る

考
古
資
料
が
あ
る
。
相
楽
郡
加
茂
町
に
あ
る
恭
仁

宮
跡
で
出
土
す
る
人
名
刻
印
の
文
字
瓦
で
あ
る
。

　
こ
の
文
字
瓦
は
、
天
平
一
二
（
七
四
〇
）
年
末
～

一
五
年
の
短
期
問
に
操
業
し
た
西
山
瓦
屋
の
製
品

で
、
印
を
押
捺
し
た
位
置
や
製
品
自
体
の
癖
か
ら
、

瓦
工
の
姓
や
名
を
表
わ
し
た
刻
印
と
わ
か
る
。
瓦

工
名
を
表
示
し
た
の
は
、
生
産
量
に
応
じ
て
賃
金

を
支
給
す
る
出
来
高
支
払
制
を
と
っ
た
た
め
。
な

か
に
は
、
刻
印
の
な
い
瓦
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
司

工
（
常
勤
工
）
の
製
品
で
、
出
来
高
支
払
制
は
主

に
口
回
（
臨
時
工
）
を
対
象
と
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
以
上
の
前
提
を
も
と
に
西
山
瓦
麗
の
構
成
を
さ

ぐ
る
と
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
に
な
る
。
西
山
瓦

屋
で
は
四
〇
人
前
後
の
雇
工
が
生
瓦
製
作
に
従
事

し
た
。
彼
ら
は
、
範
製
作
の
手
間
と
必
要
量
と
を

勘
案
し
た
上
で
、
丸
瓦
・
平
瓦
と
い
う
瓦
の
種
類

ご
と
に
分
業
化
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
各
韓
紅
の

生
産
量
に
は
か
な
り
格
差
が
あ
る
。
こ
れ
は
瓦
工

厨
の
業
務
が
生
瓦
製
作
だ
け
で
な
く
、
窯
の
火
入

れ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
仮
に
生

産
量
の
最
も
多
い
雇
工
が
、
生
瓦
製
作
期
闘
中
は

無
休
で
そ
の
仕
事
に
従
事
し
た
と
す
る
と
、
四
〇

人
前
後
の
重
工
の
う
ち
一
二
人
が
常
時
そ
の
仕
事

に
携
わ
っ
た
と
推
算
で
き
る
。
さ
ら
に
、
刻
印
の

な
い
瓦
か
ら
、
画
讃
製
作
に
従
事
す
る
四
人
の
司

工
が
推
定
で
き
、
一
人
の
司
工
の
指
導
の
も
と
で

三
人
の
職
工
が
生
船
製
作
に
携
わ
る
体
制
が
復
原

で
き
る
。

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

　
『
史
林
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
在
庫
は
次
の
通
り

で
す
。

　
五
一
巻
一
～
一
血
四
巻
五
号
、
　
五
五
巻
一
～
六
七

巻
二
号
（
九
〇
〇
円
）
。
　
六
七
巻
三
～
七
三
巻
三

号
（
一
、
○
○
○
円
）
。
七
三
巻
四
～
七
五
巻
二
号

（一

A
二
〇
〇
円
）
。
郵
送
料
は
各
五
二
円
で
す
。

編
集
後
記

　
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
七
五
巻

三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
御
吟
味
の
ほ

ど
、
お
願
い
致
し
ま
す
。
本
来
晩
春
に
発
行
す
る

べ
き
と
こ
ろ
、
例
に
よ
っ
て
遅
れ
を
回
復
で
き
ず
、

初
夏
を
過
ぎ
、
早
や
夏
の
盛
り
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
乎
違
い
に
よ
り
昨
年
度
大
会
の
御
報
告
と
御

講
演
の
要
旨
を
、
本
号
に
な
っ
て
よ
う
や
く
掲
載

す
る
不
手
際
と
相
成
り
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
つ
）

146 （436）

本
誌
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
公
開
促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

尊
意
籍
朋
二
藷
翻
　
定
価
三
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
二
円

　
史
林
第
七
五
巻
笙
歌
号
（
逓
巻
第
三
七
三
丹
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
嵜
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人

印
刷
所

中礁事
済雫長
印蔑階振学

蹴1研
萎鰹鳥
社多磨轟会


